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11.１
第90号
香川県宇多津町うたづ議会だより

　
夕
暮
れ
が
早
く
な
り
朝
晩
の
冷
え

込
み
を
感
じ
ま
す
が
、
今
年
の
夏
は

特
に
暑
か
っ
た
で
す
ね
。
四
年
ぶ
り

の
催
し
や
会
合
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
外
出
自
粛
を
経
験

し
た
今
、
人
と
の
交
流
に
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
民
皆
様
の
協

力
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
改

め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
若
い
人
の
参
加
や
、
宇
多

津
の
伝
統
や
文
化
を
継
承
す
る
こ
と

に
つ
い
て
議
員
と
し
て
も
議
会
と
し

て
も
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
考
え
な

が
ら
。
　
　
　
　
　  

（
田
村
　
充
）

議
会
広
報
編
集
委
員
会

委 

員 

長
　
神
出
　
佳
宏

副
委
員
長
　
井
上
　
弘
治
　

委
　  

員
　
沼
田
　
友
紀
　

委
　  

員
　
田
村
　
　
充

委
　  

員
　
藤
本
　
和
代

発
行
責
任
者

議
　  

長
　
宮
本
　
　
隆

定例会「令和４年度一般会計歳入歳出決算認定」ほか
議員の賛否・町政を問う
一般質問「ＤＸとマイナ制度の不安払しょく」ほか
委員会視察報告

4
5

2

1514

　岡山県早島町、倉敷市においてコンパクトタウン議会サミット in 早島が開催された。
　第１部では「わがまちの“歴史・文化・魅力”再発見！」～早島町の事例から～というタイ
トルで基調講演があり、早島町の歴史を通じて、文化的価値の再発見がまちの魅力再発見に
つながる旨の講義だった。宇多津町も１社９カ寺をはじめ歴史の残るまちであり、文化的再
発見を見つけるカギになるのではないかと考える。
　第２部は２日間にわたり分科会が開催された。
　「観光」「定住促進」「産業振興」「議会改革」
の４つのテーマに分かれ熱い議論が交わされ、各町
の情報交換も行われた。
　最後の全体会では各分科会の報告とサミット宣言
を行い、閉会した。議員一同、研鑽を積み、充実し
た２日間であった。

コンパクトタウン議会サミット in 早島コンパクトタウン議会サミット in 早島
2023年１０月12日・13日

10/3～5　委員会視察の一コマ



主
な
内
容

23 宇多津町議会だより No.90（令和５年11月号）宇多津町議会だより No.90（令和５年11月号）

定
例
会
報
告

第
３
回
定
例
会

町税
38.2%

民生費
37.6%

総務費
18.6%

教育費
13.8%

衛生費
9.1%

公債費
7.1%

土木費
5.9%

国庫支出金
16.5%

繰越金
7.7%

地方消費税
交付金
6.4%

町債
3.7%

その他
16.6%

その他
7.9%

地方交付税
10.9%

合
同
・
総
務
建
設
・
教
育
民
生
常
任
委
員
会

道路橋りょう費の工事費
　道路橋りょう費の維持工事費につい
て、町全域の道路を４工区に分けて維
持しているが、毎年ほぼ同額で変化が
ない気がする。どのようなことをしてい
るか？

　道路維持工事の工区の変更はないが、
水やりなどの植栽管理や道路補修の対
応などを行っている。工区ごとでは補
修内容などで工事費は毎年変動してい
る。

Q

A

地域整備課

　まちづくり拠点使用料が令和４年度
では増額になっているが、その主な要
因は？

　こめっせ宇多津などの施設利用者が
増加したため。

Q

A

まちづくり拠点使用料の増額要因は

まちづくり課

　下水道処理区域に入っていないとこ
ろもあるが、処理区域を見直す考えは？

　今のところ具体的に検討する段階に
入っていないが、今後、その可能性も含
め研究していきたい。

Q

A

下水道処理区域の見直しは

地域整備課

　社会福祉施設等物価高騰対策臨時
支援給付金事業の給付金対象は何か所
あるか。

　医療施設、児童福祉施設、介護福祉施
設、障がい福祉施設を対象に予定して
いる。事業所単位で対象となり、福祉系
では児童福祉施設で7事業所。介護福
祉施設で13事業所、障がい福祉施設が
11事業所の計31事業所。

Q

A

医療施設・社会福祉施設の給付金対象

保健福祉課

　高額療養費で、以前は透析での給付
が主と聞いたことがあるが、今年度の
給付の傾向は？

　悪性新生物、いわゆるがんで、1人当
たりの金額としては高く、総額では歯周
病関連の治療が高くなっている。

Q

A

高額療養費の状況は

健康増進課

　危険空家解体事業について、施策
を推進するため補助金があることを
周知しているか？

　今まで広報紙やホームページを通じ
周知を行ってきた。町外にお住まいの方
への情報提供を自治会からも周知いた
だけると助かる。

Q

A

危険空家解体事業補助金の周知

地域整備課

合同・総務建設・教育民生常任委員会 令
和
５
年
第
３
回
定
例
会
は
９
月
13
日
か
ら

25
日
ま
で
の
13
日
間
で
開
会
さ
れ
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
賛
成
多
数
で
認
定
）

　
歳
入
総
額
78
億
４
１
２
万
円
。
歳
出
総
額
73
億
４
１

１
万
円
で
あ
っ
た
。
繰
越
事
業
は
、
坂
出
宇
多
津
広
域

ご
み
処
理
運
営
負
担
金
、
給
食
セ
ン
タ
ー
大
規
模
修
繕

な
ど
。
国
の
定
め
る
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ
て
お

り
、
い
ず
れ
の
数
値
も
健
全
段
階
に
あ
る
。

反
対
討
論
：
１
点
目
は
民
生
費
の
同
和
関
係
の
支
出
が

な
さ
れ
て
い
る
点
。
本
町
に
お
い
て
は
同
和
地
区
が
過

去
に
存
在
し
て
い
な
い
点
、
ま
た
こ
の
支
出
が
他
地
区

の
同
和
行
政
の
終
結
に
お
い
て
も
弊
害
を
及
ぼ
し
か
ね

な
い
。

　
２
点
目
は
国
の
施
策
の
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事
業
が
歳

入
の
国
庫
補
助
金
、
お
よ
び
歳
出
の
総
務
管
理
費
に
お

い
て
施
行
。
登
録
す
る
か
否
か
に
よ
っ
て
こ
の
ポ
イ
ン

ト
付
与
が
決
ま
る
。
諸
経
費
は
税
金
が
原
資
で
あ
り
公

平
性
を
欠
く
。
以
上
の
点
で
反
対
討
論
が
出
さ
れ
た
。

令
和
５
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
全
会
一
致
で
可
決
）

補
正
予
算
３
億
５
９
６
８
万
円
を
追
加
。
ユ
ー
プ
ラ

ザ
天
井
工
事
、
社
会
福
祉
施
設
等
物
価
高
騰
対
策
臨

時
支
援
交
付
金
、
東
京
圏
Ｕ
Ｊ
Ｉ
タ
ー
ン
移
住
支
援

事
業
な
ど
。

令
和
５
年
度
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
全
会
一
致
で
可
決
）

補
正
予
算
１
６
０
万
円
を
追
加
。
生
活
習
慣
の
改
善

と
心
の
健
康
づ
く
り
。
県
が
実
施
す
る
デ
ー
タ
ヘ
ル

ス
事
業
。
レ
セ
プ
ト
分
析
に
よ
り
効
果
的
に
疾
病
を

予
防
。

令
和
５
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
全
会
一
致
で
可
決
）

補
正
予
算
７
７
０
万
円
を
追
加
。
認
知
症
高
齢
者
グ

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等
防
災
改
修
等
支
援
事
業
補
助
金
。

デ
ュ
ア
ル
・
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
全
会
一
致
で
可
決
）

令和４年度一般会計　歳入令和４年度一般会計　歳出
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問磯
崎
総
務
課
長

45

一
般
質
問

議
員
の
賛
否

町
政
を
問
う

問

問

小
西
住
民
生
活
課
長

宇多津町議会だより No.90（令和５年11月号）宇多津町議会だより No.90（令和５年11月号）

案　　件 沼田 田村 藤本 神出 水本 井上 西本 大松 宮本隆宮本敦

磯
崎
総
務
課
長

谷
川
町
長

・パートナーシップ宣誓制度の今後は
・ゼロカーボンシティ宣言の展望は
　他１件

・災害備え　外国人住民への対応は

・DXとマイナ制度の不安払しょく
・企業版ふるさと納税を財源確保に
　他３件

・男性のＨＰＶワクチン接種に助成を
・ＣＯＣＯＬＯプランで不登校支援を

・避難所はエネルギー分散化を
・ふるさと納税で自主財源確保を

・ふるさと納税、今後の戦略は
・不登校児への支援は
　他１件

・基本構想、後期総合計画の成果は
・各催しの今後の展望と経済効果は

・更なる水害による人的被害の軽減を
・今後の不登校子どもへの支援体制は

・病児保育利用者への補助拡充は
・コミュニケーション支援ボード導入

井上　弘治

町政を問う町政を問う （一般質問の件名）

西本　祐子

田村　　充

藤本　和代

宮本　敦夫

沼田　友紀

大松喜次郎神出　佳宏

水本冨美子

Ｄ
Ｘ
と
マ
イ
ナ
制
度
の
不
安
払
し
ょ
く

　
　
デ
ジ
タ
ル
政
策
全
般
に

つ
い
て
問
う
。
例
え
ば
来
年

度
予
算
で
デ
ジ
タ
ル
を
柱
に

す
る
な
ど
デ
ジ
タ
ル
に
大
き

く
舵
を
き
る
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
。
そ
の
上
で
人

に
優
し
い
デ
ジ
タ
ル
社
会
が

必
要
で
あ
る
。
Ｄ
Ｘ
推
進
状

況
、
直
近
報
道
の
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
紐
づ
け
ト
ラ
ブ

ル
に
つ
い
て
有
無
や
不
安
払

し
ょ
く
の
対
応
は
ど
う
か
。

案　　　　件種　別

令和４年度宇多津町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定

令和４年度宇多津町介護保険特別会計歳入歳出決算認定

令和４年度宇多津町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

令和４年度宇多津町下水道事業特別会計歳入歳出決算

令和５年度宇多津町一般会計補正予算（第３号）

令和５年度宇多津町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）

令和５年度宇多津町介護保険特別会計補正予算（第１号）

デュアル・スポーツセンター条例の一部を改正する条例

固定資産評価審査委員会委員の選任

固定資産評価審査委員会委員の選任

宇多津町教育委員会委員の任命

人権擁護委員の候補者の推薦

人権擁護委員の候補者の推薦

令和４年度宇多津町一般

会計歳入歳出決算認定
◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯× ―

◯は賛成、×は反対、欠は欠席、△は採決退席、―は議長は可否同数の時のみ、裁決を行う

認定

認定

認定

認定

可決

可決

可決

可決

同意

同意

同意

適任

適任

　
　
　
　
　
　
　
町
民
が
利

用
す
る
主
な
施
設
に
つ
い
て

はW
i-F
i

環
境
が
整
っ
て
い

る
。
さ
ら
な
る
情
報
交
流
の

拠
点
や
設
備
の
拡
大
に
つ
い

て
も
検
討
し
住
民
サ
ー
ビ
ス

の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。
町

職
員
の
業
務
に
つ
い
て
は
、

無
線
接
続
が
可
能
と
な
り
庁

舎
内
で
の
持
ち
運
び
が
円
滑

と
な
っ
て
い
る
。
今
後
ペ
ー

パ
ー
レ
ス
会
議
に
も
取
り
組

み
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
町
が
行

っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
業
務
で
は
ト
ラ
ブ
ル
の
報

告
は
な
か
っ
た
が
、
住
民
か

ら
の
問
い
合
わ
せ
は
あ
っ
た
。

引
き
続
き
丁
寧
な
説
明
と
、

国
や
県
と
の
連
携
を
図
り
な

が
ら
正
確
な
窓
口
業
務
を
行

い
信
頼
い
た
だ
け
る
よ
う
努

め
る
。

　
　
人
が
豊
か
に
暮
ら
す
た

め
の
Ｄ
Ｘ
で
あ
る
。
マ
イ
ナ

カ
ー
ド
を
取
得
し
て
終
わ
り

で
は
な
く
町
独
自
に
住
民
サ

ー
ビ
ス
に
活
か
す
予
定
や
今

後
の
Ｄ
Ｘ
や
課
題
は
。

　
　
Ｉ
Ｔ
ス
キ
ル
を
持
つ
情

報
統
括
官
を
任
用
し
て
は
ど

う
か
。

第3回定例会の議案に対する議員の賛否
　全会一致の認定・可決・同意・適任となったものにつきましては件名のみの表記とし
ます。
〈第３回　定例会〉

〈賛否が分かれた案件〉

田村　充　議員
た  むら　 みつる

　
　
　
　
　
デ
ジ
タ
ル
推
進

室
が
設
置
さ
れ
２
名
体
制
の

職
員
と
な
り
他
の
市
町
に
後

れ
を
取
ら
な
い
よ
う
に
や
っ

て
い
る
。
少
数
制
だ
が
県
下

９
町
で
は
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー

に
近
い
。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル

大
臣
に
マ
イ
ナ
カ
ー
ド
の
不

安
払
し
ょ
く
を
お
願
い
し
て

い
る
。

　
　
　
　
　
　
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
を
含
め
て
デ
ジ
タ

ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
等
の
活
用
に

よ
り
業
務
効
率
や
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
げ
た
い
。

か
が
わ
Ｄ
Ｘ
ラ
ボ
の
ワ
ー
キ

ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
参
加
し
、

デ
ー
タ
整
備
や
人
口
減
少
対

策
の
施
策
に
つ
な
げ
る
。
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般
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問
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田
ま
ち
づ
く
り
課
長

吉
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

吉
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

吉
田
ま
ち
づ
く
り
課
長

北
山
危
機
管
理
課
主
幹

北
山
危
機
管
理
課
主
幹

問

問

問

問

宇多津町議会だより No.90（令和５年11月号）宇多津町議会だより No.90（令和５年11月号）

問

基
本
構
想
、
後
期
総
合
計
画
の
成
果
は

藤本　和代　議員
ふじもと      かず よ

宮本　敦夫　議員
みやもと　   あつ  お

災
害
備
え

　外
国
人
住
民
へ
の
対
応
は

　
　
宇
多
津
町
に
は
８
月
１

日
現
在
、
675
人
の
外
国
人
が

生
活
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宇

多
津
北
小
学
校
の
児
童
数
500

人
よ
り
も
多
い
現
状
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
制
限
も
な
く

な
り
、
新
た
に
宇
多
津
町
で

生
活
を
始
め
る
外
国
人
も
増

え
る
と
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
現
在
住
ま
わ
れ
て

い
る
外
国
人
が
今
後
起
こ
る

と
言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
に
対
し
て
ど
の
程
度
、

理
解
出
来
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
。

　
そ
こ
で
、
在
住
の
外
国
人

や
新
た
に
宇
多
津
町
で
生
活

を
始
め
る
外
国
人
へ
災
害
時

の
啓
発
活
動
や
周
知
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
お

伺
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
害

の
軽
減
を
目
的
と
し
た
外
国

語
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
３

か
国
語
（
英
語
・
中
国
語
・

ベ
ト
ナ
ム
語
）
で
作
成
し
て

お
り
、
現
在
住
民
生
活
課
で
、

宇
多
津
町
に
転
入
さ
れ
た
外

国
人
に
配
布
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
発
生
等
に
よ
り

避
難
所
を
開
設
し
た
場
合
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
７
か
国

語
（
英
語
・
中
国
語
・
韓
国

語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ベ
ト

ナ
ム
語
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
）
で
の
発

信
を
し
て
い
る
。
今
後
も
国

籍
別
人
口
の
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
対
応
を
し
て
い
く
。

　
８
月
６
日
、
宇
多
津
国
際

交
流
会
主
催
の
「
外
国
人
住

民
の
た
め
の
防
災
訓
練
」
が

開
催
さ
れ
、
町
と
し
て
は
初

　
　
観
光
交
流
人
口
増
加
イ

ベ
ン
ト
の
今
後
の
展
望
と
問

題
点
、
各
事
業
者
へ
の
経
済

効
果
を
伺
う
。

　
　
総
合
計
画
書
に
会
議
参

加
団
体
及
び
代
表
者
一
覧
の

次
期
掲
載
を
要
望
す
る
。

　
　
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
指
定
避
難
所
で
は
日
本
語

の
出
来
な
い
外
国
人
に
対
し

て
混
乱
を
少
し
で
も
緩
和
で

き
る
対
策
や
施
策
を
お
伺
い

す
る
。

　
　
歳
入
増
加
の
経
済
効
果

を
視
野
に
入
れ
、
中
讃
地
区

中
核
を
担
う
新
た
な
滞
在
型

観
光
交
流
人
口
増
加
イ
ベ
ン

ト
が
行
え
る
よ
う
次
世
代
を

各
催
し
の
今
後
の
展
望
と
経
済
効
果
は

　
　
宇
多
津
町
基
本
構
想
並

び
に
後
期
総
合
計
画
の
成
果

と
問
題
点
を
伺
う
。

 

平
成
26
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
の
総
合
計
画
基
本
構

想
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
後
期
基
本
計

画
が
終
わ
り
を
迎
え
つ
つ
あ

る
中
、
予
測
し
た
将
来
像
お

よ
び
基
本
理
念
、
各
分
野
に

お
け
る
基
本
方
針
な
ど
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
指

摘
の
宇
多
津
町
歳
入
増
加
に

つ
な
が
る
観
光
対
策
や
、
経

済
活
動
イ
ベ
ン
ト
は
重
要
で

あ
り
、
町
や
実
行
委
員
会
等

      

　
　
　
　
　
　   

６
項

目
の
基
本
目
標
に
取
組
ん
で

き
た
成
果
と
問
題
点
は
、
健

康
・
福
祉
は
、
不
妊
治
療
に

関
わ
る
町
独
自
の
助
成
制
度
、

出
産
祝
い
金
の
創
設
、
18
歳

以
下
ま
で
医
療
費
無
償
化
。

子
育
て
・
教
育
・
文
化
は
、

期
消
火
訓
練
、
起
震
車
で
の

地
震
体
験
、
ま
た
防
災
講
話

を
行
っ
た
。
言
語
や
生
活
習

慣
の
異
な
る
外
国
人
に
も
災

害
に
対
す
る
備
え
や
心
構
え
、

正
確
な
情
報
が
伝
わ
る
よ
う

今
後
と
も
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
規

模
災
害
時
に
よ
り
指
定
避
難

所
を
開
設
し
た
場
合
、
混
乱

の
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
緩
和
方
法
と
し
て
案
内

表
示
シ
ー
ト
に
外
国
語
を
取

り
入
れ
た
多
言
語
シ
ー
ト
や

が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
企
画
立
案
す
る
時
に
は

行
政
と
し
て
経
済
効
果
、
費

用
対
効
果
を
上
げ
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
問
題
点

と
し
て
は
安
全
に
対
す
る
規

制
、
駐
車
定
数
、
近
隣
住
民

及
び
事
業
者
等
へ
の
配
慮
と

公
共
交
通
の
利
用
を
促
進
す

る
対
策
も
検
討
課
題
に
な
っ

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
な
ど
を
今
後
、

作
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ん
で
き
た
成
果
と
問
題
点
に

つ
い
て
伺
う
。

新
入
生
制
服
等
購
入
費
女
性

事
業
、
奨
学
金
返
済
補
助
等

の
支
援
、
子
育
て
支
援
拠
点

施
設
、
南
部
す
く
す
く
ス
ク

エ
ア
の
開
設
等
、
各
々
に
成

果
を
上
げ
た
。
防
災
・
環
境

の
問
題
と
し
て
脱
炭
素
社
会

へ
の
転
換
、
地
球
環
境
や
気

温
変
動
へ
の
関
心
度
を
高
め

る
と
い
う
取
組
み
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
議

会
委
員
名
簿
を
今
後
の
総
合

計
画
書
に
掲
載
す
る
予
定
と

す
る
。
　

て
い
る
。
路
上
駐
車
、
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
等
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

担
う
若
い
町
民
の
意
見
に
耳

を
傾
け
行
政
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
協
力
す
る
。
相
互
課
題

と
し
て
引
続
き
調
査
研
究
を

願
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
続

き
調
査
研
究
を
行
う
。
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問

基
本
構
想
、
後
期
総
合
計
画
の
成
果
は

藤本　和代　議員
ふじもと      かず よ

宮本　敦夫　議員
みやもと　   あつ  お

災
害
備
え

　外
国
人
住
民
へ
の
対
応
は

　
　
宇
多
津
町
に
は
８
月
１

日
現
在
、
675
人
の
外
国
人
が

生
活
し
て
い
る
。
こ
れ
は
宇

多
津
北
小
学
校
の
児
童
数
500

人
よ
り
も
多
い
現
状
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
に
よ
る
制
限
も
な
く

な
り
、
新
た
に
宇
多
津
町
で

生
活
を
始
め
る
外
国
人
も
増

え
る
と
推
察
さ
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
り
、
現
在
住
ま
わ
れ
て

い
る
外
国
人
が
今
後
起
こ
る

と
言
わ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
巨

大
地
震
に
対
し
て
ど
の
程
度
、

理
解
出
来
て
い
る
か
分
か
ら

な
い
。

　
そ
こ
で
、
在
住
の
外
国
人

や
新
た
に
宇
多
津
町
で
生
活

を
始
め
る
外
国
人
へ
災
害
時

の
啓
発
活
動
や
周
知
は
ど
の

よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
か
お

伺
い
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
被
害

の
軽
減
を
目
的
と
し
た
外
国

語
版
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
３

か
国
語
（
英
語
・
中
国
語
・

ベ
ト
ナ
ム
語
）
で
作
成
し
て

お
り
、
現
在
住
民
生
活
課
で
、

宇
多
津
町
に
転
入
さ
れ
た
外

国
人
に
配
布
を
し
て
い
る
。

ま
た
、
災
害
発
生
等
に
よ
り

避
難
所
を
開
設
し
た
場
合
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
７
か
国

語
（
英
語
・
中
国
語
・
韓
国

語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
・
ベ
ト

ナ
ム
語
・
ミ
ャ
ン
マ
ー
語
・

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
）
で
の
発

信
を
し
て
い
る
。
今
後
も
国

籍
別
人
口
の
状
況
を
把
握
し

な
が
ら
対
応
を
し
て
い
く
。

　
８
月
６
日
、
宇
多
津
国
際

交
流
会
主
催
の
「
外
国
人
住

民
の
た
め
の
防
災
訓
練
」
が

開
催
さ
れ
、
町
と
し
て
は
初

　
　
観
光
交
流
人
口
増
加
イ

ベ
ン
ト
の
今
後
の
展
望
と
問

題
点
、
各
事
業
者
へ
の
経
済

効
果
を
伺
う
。

　
　
総
合
計
画
書
に
会
議
参

加
団
体
及
び
代
表
者
一
覧
の

次
期
掲
載
を
要
望
す
る
。

　
　
大
規
模
災
害
時
に
お
け

る
指
定
避
難
所
で
は
日
本
語

の
出
来
な
い
外
国
人
に
対
し

て
混
乱
を
少
し
で
も
緩
和
で

き
る
対
策
や
施
策
を
お
伺
い

す
る
。

　
　
歳
入
増
加
の
経
済
効
果

を
視
野
に
入
れ
、
中
讃
地
区

中
核
を
担
う
新
た
な
滞
在
型

観
光
交
流
人
口
増
加
イ
ベ
ン

ト
が
行
え
る
よ
う
次
世
代
を

各
催
し
の
今
後
の
展
望
と
経
済
効
果
は

　
　
宇
多
津
町
基
本
構
想
並

び
に
後
期
総
合
計
画
の
成
果

と
問
題
点
を
伺
う
。

 

平
成
26
年
度
か
ら
令
和
５
年

度
ま
で
の
総
合
計
画
基
本
構

想
、
令
和
元
年
度
か
ら
令
和

５
年
度
ま
で
の
後
期
基
本
計

画
が
終
わ
り
を
迎
え
つ
つ
あ

る
中
、
予
測
し
た
将
来
像
お

よ
び
基
本
理
念
、
各
分
野
に

お
け
る
基
本
方
針
な
ど
取
組

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
指

摘
の
宇
多
津
町
歳
入
増
加
に

つ
な
が
る
観
光
対
策
や
、
経

済
活
動
イ
ベ
ン
ト
は
重
要
で

あ
り
、
町
や
実
行
委
員
会
等

      

　
　
　
　
　
　   

６
項

目
の
基
本
目
標
に
取
組
ん
で

き
た
成
果
と
問
題
点
は
、
健

康
・
福
祉
は
、
不
妊
治
療
に

関
わ
る
町
独
自
の
助
成
制
度
、

出
産
祝
い
金
の
創
設
、
18
歳

以
下
ま
で
医
療
費
無
償
化
。

子
育
て
・
教
育
・
文
化
は
、

期
消
火
訓
練
、
起
震
車
で
の

地
震
体
験
、
ま
た
防
災
講
話

を
行
っ
た
。
言
語
や
生
活
習

慣
の
異
な
る
外
国
人
に
も
災

害
に
対
す
る
備
え
や
心
構
え
、

正
確
な
情
報
が
伝
わ
る
よ
う

今
後
と
も
努
め
て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
規

模
災
害
時
に
よ
り
指
定
避
難

所
を
開
設
し
た
場
合
、
混
乱

の
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
、

そ
の
緩
和
方
法
と
し
て
案
内

表
示
シ
ー
ト
に
外
国
語
を
取

り
入
れ
た
多
言
語
シ
ー
ト
や

が
開
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
に
お

い
て
企
画
立
案
す
る
時
に
は

行
政
と
し
て
経
済
効
果
、
費

用
対
効
果
を
上
げ
る
よ
う
ア

ド
バ
イ
ス
を
行
う
。
問
題
点

と
し
て
は
安
全
に
対
す
る
規

制
、
駐
車
定
数
、
近
隣
住
民

及
び
事
業
者
等
へ
の
配
慮
と

公
共
交
通
の
利
用
を
促
進
す

る
対
策
も
検
討
課
題
に
な
っ

ピ
ク
ト
グ
ラ
ム
な
ど
を
今
後
、

作
成
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

ん
で
き
た
成
果
と
問
題
点
に

つ
い
て
伺
う
。

新
入
生
制
服
等
購
入
費
女
性

事
業
、
奨
学
金
返
済
補
助
等

の
支
援
、
子
育
て
支
援
拠
点

施
設
、
南
部
す
く
す
く
ス
ク

エ
ア
の
開
設
等
、
各
々
に
成

果
を
上
げ
た
。
防
災
・
環
境

の
問
題
と
し
て
脱
炭
素
社
会

へ
の
転
換
、
地
球
環
境
や
気

温
変
動
へ
の
関
心
度
を
高
め

る
と
い
う
取
組
み
を
行
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
審
議

会
委
員
名
簿
を
今
後
の
総
合

計
画
書
に
掲
載
す
る
予
定
と

す
る
。
　

て
い
る
。
路
上
駐
車
、
ゴ
ミ

の
ポ
イ
捨
て
等
を
防
ぐ
た
め

に
は
、
モ
ラ
ル
が
問
わ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。

担
う
若
い
町
民
の
意
見
に
耳

を
傾
け
行
政
に
届
け
ら
れ
る

よ
う
協
力
す
る
。
相
互
課
題

と
し
て
引
続
き
調
査
研
究
を

願
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
引
続

き
調
査
研
究
を
行
う
。
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小
・
中
・
高
等
学
校
の

不
登
校
の
児
童
生
徒
数
が
急

増
し
、
約
30
万
人
と
な
る
中
、

文
部
科
学
省
は
、
令
和
５
年

３
月
３
１
日
に
、
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障

を
、
社
会
全
体
で
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
不
登
校
の
子

ど
も
を
支
援
し
て
い
く
上
で
、

そ
の
保
護
者
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が
、

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
で
不
登
校
支
援
を

こ

　
　
　
　こ

　
　
　
　ろ

男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

　
　
Ｈ
Ｐ
Ｖ(

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス)

は
、
女
性
が
か

か
る
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
男

性
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
で
、
パ
ー
ト
ナ

ー
の
女
性
の
感
染
防
止
に
な

　
　
　
　
　
　
　
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
対

応
す
る
中
で
、
保
護
者
の
問

題
を
把
握
し
、
又
、
関
係
機

関
と
協
力
し
な
が
ら
、
保
護

者
を
支
援
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
保
健
室
や

図
書
室
、
空
き
教
室
な
ど
を

活
用
し
て
い
る
。
で
き
る
だ

け
子
ど
も
の
要
望
に
応
じ
、

柔
軟
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
今
後
は

　
　
令
和
４
年
４
月
１
日
よ

り
「
宇
多
津
町
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
が
導
入

さ
れ
、
こ
の
制
度
で
性
の
多

様
性
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、

誰
も
が
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー

や
大
切
な
人
と
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
宣
誓
証

明
書
と
宣
誓
証
明
カ
ー
ド
が

交
付
さ
れ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
同

士
で
町
営
住
宅
の
申
し
込
み

や
新
婚
等
世
帯
家
賃
補
助
事

業
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

　
　
他
の
自
治
体
で
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
現
状
、

戸
籍
上
の
制
度
で
は
新
た
に

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
方
と

そ
の
相
手
の
子
ど
も
は
他
人

同
士
と
い
う
関
係
で
扱
わ
れ

る
。
そ
の
際
、
保
育
園
送
迎

で
の
子
ど
も
の
引
き
取
り
や

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

国
で
は
、
男
性
に
対
す
る
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
関
連
が
ん

の
基
本
的
知
見
や
、
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性
安
全
性
、
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
情
報
を
収

集
し
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
、
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
対
応
を
し

て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
で

は
１
組
の
宣
誓
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
令
和
５
年
４
月
ま

で
に
８
市
９
町
す
べ
て
の
自

治
体
に
導
入
さ
れ
た
が
、
宣

誓
し
た
自
治
体
の
み
有
効
で
、

連
携
協
定
が
結
べ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
先
般
、
県
も

導
入
を
発
表
し
た
の
で
、
導

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
展
望
は

　
　
昨
年
の
質
問
時
、
今
年

の
４
月
ま
で
コ
ン
サ
ル
会
社

に
よ
る
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
も
と
に
行
動
計
画
を

検
討
す
る
と
伺
っ
て
い
た
。

調
査
結
果
と
今
後
ど
の
よ
う

な
施
策
を
講
じ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
金

を
活
用
し
た
調
査
分
析
の
結

果
、
省
エ
ネ
等
の
対
策
を
講

じ
な
か
っ
た
場
合
、
基
準
年

度
（
２
０
１
３
年
）
と
比
較

し
、
目
標
年
度
（
２
０
２
５

年
度
）
の
削
減
目
標
値
は
-22.9

％
と
い
う
推
計
結
果
だ
っ
た
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い

て
は
い
く
つ
か
の
施
設
で
設

置
可
能
性
が
高
い
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
た
。

　
今
後
、
対
象
施
設
の
改
修

予
定
や
設
置
の
様
々
な
手
法

を
検
討
し
た
い
。

神出　佳宏　議員水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ かん で　　 よしひろ

　
　
　
　
　
　
　
　
県
内
で

は
令
和
５
年
９
月
ま
で
に
４

市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
近

隣
市
町
の
状
況
を
注
視
し
、

調
査
研
究
を
進
め
た
い
。

受
け
ら
れ
る
。

　
制
度
施
行
後
、
約
１
年
半

が
経
過
し
た
が
、
現
在
の
制

度
利
用
状
況
や
今
後
の
展
望

は
。

入
自
治
体
や
県
と
連
携
し
、

弾
力
的
な
運
用
が
で
き
る
よ

う
協
議
す
る
。
ま
た
引
き
続

き
多
様
性
の
周
知
、
啓
発
に

努
め
て
い
く
。

医
療
機
関
で
の
手
続
き
、
病

状
説
明
な
ど
が
で
き
ず
、
当

事
者
に
と
っ
て
日
常
生
活
に

支
障
が
生
じ
る
。
当
事
者
を

支
援
す
る
団
体
な
ど
か
ら
実

態
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
つ
つ
、

制
度
実
施
の
前
向
き
な
検
討

は
。

る
だ
け
で
は
な
く
、
咽
頭
が

ん
、
肛
門
が
ん
を
予
防
す
る

効
果
が
あ
る
。
本
町
と
し
て
、

男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
助
成
に
つ
い
て
考
え
を
伺

う
。

本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。  

　
　
教
室
に
行
き
づ
ら
く
な

っ
た
児
童
生
徒
が
、
学
校
内

で
落
ち
着
い
て
学
習
で
き
る

環
境
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー

ト
ル
ー
ム
」
の
設
置
や
、
学

び
の
確
保
に
つ
い
て
は
。

他
の
質
問

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

出典先：誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策
　　　（COCOLOプラン）について：文部科学省 (mext.go.jp)
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小
・
中
・
高
等
学
校
の

不
登
校
の
児
童
生
徒
数
が
急

増
し
、
約
30
万
人
と
な
る
中
、

文
部
科
学
省
は
、
令
和
５
年

３
月
３
１
日
に
、
誰
一
人
取

り
残
さ
れ
な
い
学
び
の
保
障

を
、
社
会
全
体
で
実
現
し
て

い
く
た
め
に
、
「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ

Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」
を
発
表
し
た
。

こ
れ
を
受
け
、
不
登
校
の
子

ど
も
を
支
援
し
て
い
く
上
で
、

そ
の
保
護
者
を
支
援
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
だ
と
思
う
が
、

Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
で
不
登
校
支
援
を

こ

　
　
　
　こ

　
　
　
　ろ

男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
助
成
を

　
　
Ｈ
Ｐ
Ｖ(

ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー

マ
ウ
イ
ル
ス)

は
、
女
性
が
か

か
る
子
宮
頸
が
ん
の
原
因
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
男

性
が
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
を
接

種
す
る
こ
と
で
、
パ
ー
ト
ナ

ー
の
女
性
の
感
染
防
止
に
な

　
　
　
　
　
　
　
ス
ク
ー
ル

カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
や
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
対

応
す
る
中
で
、
保
護
者
の
問

題
を
把
握
し
、
又
、
関
係
機

関
と
協
力
し
な
が
ら
、
保
護

者
を
支
援
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
保
健
室
や

図
書
室
、
空
き
教
室
な
ど
を

活
用
し
て
い
る
。
で
き
る
だ

け
子
ど
も
の
要
望
に
応
じ
、

柔
軟
な
対
応
に
努
め
て
い
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
の
今
後
は

　
　
令
和
４
年
４
月
１
日
よ

り
「
宇
多
津
町
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
」
が
導
入

さ
れ
、
こ
の
制
度
で
性
の
多

様
性
へ
の
理
解
が
深
ま
り
、

誰
も
が
人
生
の
パ
ー
ト
ナ
ー

や
大
切
な
人
と
安
心
し
て
暮

ら
す
こ
と
の
で
き
る
社
会
の

実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

　
こ
の
制
度
に
よ
り
宣
誓
証

明
書
と
宣
誓
証
明
カ
ー
ド
が

交
付
さ
れ
、
パ
ー
ト
ナ
ー
同

士
で
町
営
住
宅
の
申
し
込
み

や
新
婚
等
世
帯
家
賃
補
助
事

業
な
ど
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
が

　
　
他
の
自
治
体
で
は
フ
ァ

ミ
リ
ー
シ
ッ
プ
宣
誓
制
度
が

導
入
さ
れ
て
い
る
。
現
状
、

戸
籍
上
の
制
度
で
は
新
た
に

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
っ
た
方
と

そ
の
相
手
の
子
ど
も
は
他
人

同
士
と
い
う
関
係
で
扱
わ
れ

る
。
そ
の
際
、
保
育
園
送
迎

で
の
子
ど
も
の
引
き
取
り
や

　
　
　
　
　
　
　
　
現
在
、

国
で
は
、
男
性
に
対
す
る
Ｈ

Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
の
定
期
接
種

化
の
是
非
に
つ
い
て
検
討
す

る
た
め
、
Ｈ
Ｐ
Ｖ
関
連
が
ん

の
基
本
的
知
見
や
、
ワ
ク
チ

ン
の
有
効
性
安
全
性
、
費
用

対
効
果
に
つ
い
て
情
報
を
収

集
し
整
理
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。
今
後
、
国
の
動
向

を
注
視
し
な
が
ら
対
応
を
し

て
い
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
本
町
で

は
１
組
の
宣
誓
を
受
け
て
い

る
。
ま
た
令
和
５
年
４
月
ま

で
に
８
市
９
町
す
べ
て
の
自

治
体
に
導
入
さ
れ
た
が
、
宣

誓
し
た
自
治
体
の
み
有
効
で
、

連
携
協
定
が
結
べ
て
い
な
い

状
況
で
あ
る
。
先
般
、
県
も

導
入
を
発
表
し
た
の
で
、
導

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
の
展
望
は

　
　
昨
年
の
質
問
時
、
今
年

の
４
月
ま
で
コ
ン
サ
ル
会
社

に
よ
る
調
査
を
行
い
、
そ
の

結
果
を
も
と
に
行
動
計
画
を

検
討
す
る
と
伺
っ
て
い
た
。

調
査
結
果
と
今
後
ど
の
よ
う

な
施
策
を
講
じ
る
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
補
助
金

を
活
用
し
た
調
査
分
析
の
結

果
、
省
エ
ネ
等
の
対
策
を
講

じ
な
か
っ
た
場
合
、
基
準
年

度
（
２
０
１
３
年
）
と
比
較

し
、
目
標
年
度
（
２
０
２
５

年
度
）
の
削
減
目
標
値
は
-22.9

％
と
い
う
推
計
結
果
だ
っ
た
。

　
太
陽
光
発
電
設
備
に
つ
い

て
は
い
く
つ
か
の
施
設
で
設

置
可
能
性
が
高
い
と
い
う
結

果
が
得
ら
れ
た
。

　
今
後
、
対
象
施
設
の
改
修

予
定
や
設
置
の
様
々
な
手
法

を
検
討
し
た
い
。

神出　佳宏　議員水本　冨美子　議員
みずもと       ふ　み　こ かん で　　 よしひろ

　
　
　
　
　
　
　
　
県
内
で

は
令
和
５
年
９
月
ま
で
に
４

市
で
導
入
さ
れ
て
い
る
。
近

隣
市
町
の
状
況
を
注
視
し
、

調
査
研
究
を
進
め
た
い
。

受
け
ら
れ
る
。

　
制
度
施
行
後
、
約
１
年
半

が
経
過
し
た
が
、
現
在
の
制

度
利
用
状
況
や
今
後
の
展
望

は
。

入
自
治
体
や
県
と
連
携
し
、

弾
力
的
な
運
用
が
で
き
る
よ

う
協
議
す
る
。
ま
た
引
き
続

き
多
様
性
の
周
知
、
啓
発
に

努
め
て
い
く
。

医
療
機
関
で
の
手
続
き
、
病

状
説
明
な
ど
が
で
き
ず
、
当

事
者
に
と
っ
て
日
常
生
活
に

支
障
が
生
じ
る
。
当
事
者
を

支
援
す
る
団
体
な
ど
か
ら
実

態
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
し
つ
つ
、

制
度
実
施
の
前
向
き
な
検
討

は
。

る
だ
け
で
は
な
く
、
咽
頭
が

ん
、
肛
門
が
ん
を
予
防
す
る

効
果
が
あ
る
。
本
町
と
し
て
、

男
性
の
Ｈ
Ｐ
Ｖ
ワ
ク
チ
ン
接

種
助
成
に
つ
い
て
考
え
を
伺

う
。

本
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

伺
う
。  

　
　
教
室
に
行
き
づ
ら
く
な

っ
た
児
童
生
徒
が
、
学
校
内

で
落
ち
着
い
て
学
習
で
き
る

環
境
「
ス
ペ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー

ト
ル
ー
ム
」
の
設
置
や
、
学

び
の
確
保
に
つ
い
て
は
。

他
の
質
問

マ
イ
ナ
保
険
証
に
つ
い
て

出典先：誰一人取り残されない学びの保障に向けた不登校対策
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一
般
質
問

一
般
質
問

問

北
山
危
機
管
理
課
主
幹

問

問問

谷
川
町
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

問

問

原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

高
瀬
教
育
長

避
難
所
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
化
を

　
　
近
年
の
台
風
の
巨
大
化

・
低
速
化
に
よ
り
被
害
が
甚

大
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴

い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
も

長
期
化
し
て
い
る
。
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
は
災
害
に
強
い

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
利
活
用
を
あ
げ

て
い
る
。
今
ま
で
は
電
力
、

石
油
、
都
市
ガ
ス
で
あ
っ
た
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
災
害
時
で
も
安

ふ
る
さ
と
納
税
で
自
主
財
源
確
保
を

　
　
半
年
前
の
令
和
５
年
３

月
議
会
で
の
一
般
質
問
で
ふ

る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
動
き
を
お
尋

ね
す
る
。

井上　弘治　議員
いのうえ　   こう   じ

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

定
供
給
の
実
績
を
あ
げ
て
い

る
。
分
散
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
執
行
部
の
意
見
を
尋

ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害

発
生
時
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分

散
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
指
定
避
難
所
で
あ
る

北
小
学
校
と
町
民
体
育
館
に

導
入
し
た
空
調
設
備
は
、
災

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
制
度
の
見
直
し
が
あ

っ
て
以
降
、
宇
多
津
町
は
苦

戦
し
て
い
る
。
返
礼
品
で
は

讃
岐
う
ど
ん
や
希
少
糖
は
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
町
長
の

努
力
も
あ
り
近
隣
の
市
町
と

の
共
通
返
礼
品
な
ど
種
類
は

か
な
り
増
え
て
い
る
。

　
全
国
的
に
見
て
も
返
礼
品

は
牛
肉
や
フ
ル
ー
ツ
な
ど
が

　
　
　
　
　
返
礼
品
の
新
規

開
発
や
近
隣
自
治
体
と
の
共

通
返
礼
品
な
ど
を
追
加
し
た
。

人
気
で
、
農
地
が
ほ
と
ん
ど

な
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
本
町
に

は
厳
し
い
。

　
返
礼
品
を
「
コ
ト
消
費
」

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
市
町
も

あ
る
が
、
本
町
の
今
後
の
戦

略
は
。

　
　
渋
谷
区
の
宿
泊
体
験
ツ

ア
ー
や
愛
知
県
碧
南
市
の
遊

園
地
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
貸
し
切
る
な
ど
の
返
礼
品

も
あ
る
。
具
体
的
な
体
験
型

の
返
礼
品
は
。

　
　
中
学
卒
業
後
の
フ
ォ
ロ

ー
や
不
登
校
経
験
者
の
活
用

は
。

他
の
質
問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
は
進

ん
だ
の
か
。

害
等
で
都
市
ガ
ス
が
遮
断
さ

れ
た
場
合
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
切

り
替
え
る
事
に
よ
り
最
低
３

日
間
稼
働
す
る
。
今
年
度
は

中
学
校
体
育
館
と
デ
ュ
ア
ル

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
同
様

の
空
調
設
備
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分

散
化
に
よ
り
災
害
リ
ス
ク
を

減
ら
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
本
年
９
月
か
ら

新
た
に
３
つ
の
サ
イ
ト
を
追

加
し
た
。
ま
た
、
近
隣
自
治

体
と
の
共
通
返
礼
品
の
充
実

に
努
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
、
令
和
５
年
度
の
８
月

末
ま
で
の
寄
付
額
は
前
年
度

比
135
％
で
あ
り
増
加
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、

共
通
返
戻
品
に
お
い
て
は
観

音
寺
市
長
と
の
首
長
合
意
に

よ
る
60
品
目
に
つ
い
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

寄
付
自
治
体
に
来
て
体
験
し

て
い
た
だ
く
体
験
型
返
礼
品

も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
小
中
学
生
の
不
登
校
児

は
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

る
。
香
川
県
は
令
和
３
年
度

に
過
去
最
多
の
１
、
５
１
４

人
で
、
特
に
小
学
生
は
こ
の

10
年
で
３
倍
以
上
に
増
加
し

て
い
る
。
宇
多
津
町
で
は
中

学
生
は
横
ば
い
で
、
小
学
生

は
こ
の
５
年
間
で
３
倍
に
な

っ
て
い
る
。

　
町
で
は
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
の
登
録
者
数
が
少
な
い
が
、

別
室
登
校
が
多
い
の
か
。
民

　
　
　
　
　
　
　
別
室
登
校

は
空
き
部
屋
な
ど
を
利
用
し

て
い
て
小
学
校
２
校
合
わ
せ

て
５
名
程
度
で
、
空
い
て
い

る
教
員
が
対
応
し
て
い
る
。

中
学
校
は
専
用
の
部
屋
に
担

当
職
員
が
お
り
７
、
８
人
が

利
用
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

活
用
は
町
内
の
一
社
の
み
。

間
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
活

用
し
て
い
る
の
か
。

　
　
広
島
な
ど
で
行
わ
れ
て

い
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ル
ー
ム
の

よ
う
な
教
室
を
設
置
し
、
専

任
の
教
職
員
を
置
く
こ
と
は

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
来
年
度
の

予
算
で
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
義
務
教
育

を
卒
業
し
て
し
ま
う
と
そ
の

後
は
難
し
い
。
福
祉
部
局
を

含
め
て
調
査
し
た
い
。

　　
　
　
　
　
　
今
年
度
、
総

合
教
育
会
議
の
研
修
と
し
て

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
現
在
は
四
国
水

族
館
の
入
場
券
や
古
街
の
家

の
宿
泊
券
、
四
国
健
康
村
の

入
浴
券
が
あ
る
。
今
後
は
地

場
産
品
基
準
を
満
た
す
事
業

者
で
利
用
可
能
な
「
ペ
イ
ペ

イ
の
商
品
券
」
を
追
加
す
る

予
定
。

ふ
る
さ
と
納
税
、
今
後
の
戦
略
は

不
登
校
児
へ
の
支
援
は
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問

問問

谷
川
町
長

谷
川
町
長

谷
川
町
長

問

問

原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

原
岡
教
育
次
長

高
瀬
教
育
長

避
難
所
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
散
化
を

　
　
近
年
の
台
風
の
巨
大
化

・
低
速
化
に
よ
り
被
害
が
甚

大
化
し
て
い
る
。
そ
れ
に
伴

い
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の
復
旧
も

長
期
化
し
て
い
る
。
資
源
エ

ネ
ル
ギ
ー
庁
は
災
害
に
強
い

分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
の
利
活
用
を
あ
げ

て
い
る
。
今
ま
で
は
電
力
、

石
油
、
都
市
ガ
ス
で
あ
っ
た
。

Ｌ
Ｐ
ガ
ス
は
災
害
時
で
も
安

ふ
る
さ
と
納
税
で
自
主
財
源
確
保
を

　
　
半
年
前
の
令
和
５
年
３

月
議
会
で
の
一
般
質
問
で
ふ

る
さ
と
納
税
に
つ
い
て
質
問

が
あ
っ
た
。
そ
の
後
の
進
捗

状
況
と
今
後
の
動
き
を
お
尋

ね
す
る
。

井上　弘治　議員
いのうえ　   こう   じ

西本　祐子　議員
にしもと　　ゆう こ

定
供
給
の
実
績
を
あ
げ
て
い

る
。
分
散
化
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て
執
行
部
の
意
見
を
尋

ね
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害

発
生
時
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
分

散
し
て
お
く
こ
と
は
重
要
で

あ
る
。
指
定
避
難
所
で
あ
る

北
小
学
校
と
町
民
体
育
館
に

導
入
し
た
空
調
設
備
は
、
災

　
　
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い

て
は
、
制
度
の
見
直
し
が
あ

っ
て
以
降
、
宇
多
津
町
は
苦

戦
し
て
い
る
。
返
礼
品
で
は

讃
岐
う
ど
ん
や
希
少
糖
は
検

討
し
て
い
る
。
ま
た
町
長
の

努
力
も
あ
り
近
隣
の
市
町
と

の
共
通
返
礼
品
な
ど
種
類
は

か
な
り
増
え
て
い
る
。

　
全
国
的
に
見
て
も
返
礼
品

は
牛
肉
や
フ
ル
ー
ツ
な
ど
が

　
　
　
　
　
返
礼
品
の
新
規

開
発
や
近
隣
自
治
体
と
の
共

通
返
礼
品
な
ど
を
追
加
し
た
。

人
気
で
、
農
地
が
ほ
と
ん
ど

な
い
コ
ン
パ
ク
ト
な
本
町
に

は
厳
し
い
。

　
返
礼
品
を
「
コ
ト
消
費
」

に
シ
フ
ト
し
て
い
る
市
町
も

あ
る
が
、
本
町
の
今
後
の
戦

略
は
。

　
　
渋
谷
区
の
宿
泊
体
験
ツ

ア
ー
や
愛
知
県
碧
南
市
の
遊

園
地
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
貸
し
切
る
な
ど
の
返
礼
品

も
あ
る
。
具
体
的
な
体
験
型

の
返
礼
品
は
。

　
　
中
学
卒
業
後
の
フ
ォ
ロ

ー
や
不
登
校
経
験
者
の
活
用

は
。

他
の
質
問

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
対
策
は
進

ん
だ
の
か
。

害
等
で
都
市
ガ
ス
が
遮
断
さ

れ
た
場
合
、
Ｌ
Ｐ
ガ
ス
に
切

り
替
え
る
事
に
よ
り
最
低
３

日
間
稼
働
す
る
。
今
年
度
は

中
学
校
体
育
館
と
デ
ュ
ア
ル

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
に
同
様

の
空
調
設
備
を
行
っ
て
い
る
。

今
後
と
も
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
分

散
化
に
よ
り
災
害
リ
ス
ク
を

減
ら
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
本
年
９
月
か
ら

新
た
に
３
つ
の
サ
イ
ト
を
追

加
し
た
。
ま
た
、
近
隣
自
治

体
と
の
共
通
返
礼
品
の
充
実

に
努
め
て
い
る
。
そ
の
よ
う

な
中
、
令
和
５
年
度
の
８
月

末
ま
で
の
寄
付
額
は
前
年
度

比
135
％
で
あ
り
増
加
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、

共
通
返
戻
品
に
お
い
て
は
観

音
寺
市
長
と
の
首
長
合
意
に

よ
る
60
品
目
に
つ
い
て
準
備

を
進
め
て
い
る
。

寄
付
自
治
体
に
来
て
体
験
し

て
い
た
だ
く
体
験
型
返
礼
品

も
進
め
て
い
き
た
い
。

　
　
小
中
学
生
の
不
登
校
児

は
全
国
的
に
増
加
傾
向
に
あ

る
。
香
川
県
は
令
和
３
年
度

に
過
去
最
多
の
１
、
５
１
４

人
で
、
特
に
小
学
生
は
こ
の

10
年
で
３
倍
以
上
に
増
加
し

て
い
る
。
宇
多
津
町
で
は
中

学
生
は
横
ば
い
で
、
小
学
生

は
こ
の
５
年
間
で
３
倍
に
な

っ
て
い
る
。

　
町
で
は
教
育
支
援
セ
ン
タ

ー
の
登
録
者
数
が
少
な
い
が
、

別
室
登
校
が
多
い
の
か
。
民

　
　
　
　
　
　
　
別
室
登
校

は
空
き
部
屋
な
ど
を
利
用
し

て
い
て
小
学
校
２
校
合
わ
せ

て
５
名
程
度
で
、
空
い
て
い

る
教
員
が
対
応
し
て
い
る
。

中
学
校
は
専
用
の
部
屋
に
担

当
職
員
が
お
り
７
、
８
人
が

利
用
し
て
い
る
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の

活
用
は
町
内
の
一
社
の
み
。

間
団
体
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
を
活

用
し
て
い
る
の
か
。

　
　
広
島
な
ど
で
行
わ
れ
て

い
る
ス
ペ
シ
ャ
ル
ル
ー
ム
の

よ
う
な
教
室
を
設
置
し
、
専

任
の
教
職
員
を
置
く
こ
と
は

考
え
て
い
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
来
年
度
の

予
算
で
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
義
務
教
育

を
卒
業
し
て
し
ま
う
と
そ
の

後
は
難
し
い
。
福
祉
部
局
を

含
め
て
調
査
し
た
い
。

　　
　
　
　
　
　
今
年
度
、
総

合
教
育
会
議
の
研
修
と
し
て

検
討
し
て
い
く
。

　
　
　
　
　
現
在
は
四
国
水

族
館
の
入
場
券
や
古
街
の
家

の
宿
泊
券
、
四
国
健
康
村
の

入
浴
券
が
あ
る
。
今
後
は
地

場
産
品
基
準
を
満
た
す
事
業

者
で
利
用
可
能
な
「
ペ
イ
ペ

イ
の
商
品
券
」
を
追
加
す
る

予
定
。

ふ
る
さ
と
納
税
、
今
後
の
戦
略
は

不
登
校
児
へ
の
支
援
は



1213

一
般
質
問

一
般
質
問

木
谷
保
健
福
祉
課
長

木
谷
保
健
福
祉
課
長

問問

谷
川
町
長

問 問

問

原
岡
教
育
次
長

宇多津町議会だより No.90（令和５年11月号）宇多津町議会だより No.90（令和５年11月号）

北
山
危
機
管
理
課
主
幹

　
　
最
近
は
、
狭
い
範
囲
に

短
時
間
に
大
き
な
災
害
を
も

た
ら
す
集
中
豪
雨
が
増
え
、

気
候
変
動
を
感
じ
る
。
県
内

で
は
本
町
だ
け
が
、
水
防
法

で
定
め
ら
れ
た
内
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。

　
香
川
県
は
今
、
こ
れ
ま
で

対
象
外
だ
っ
た
支
流
な
ど
の

中
小
河
川
に
つ
い
て
も
浸
水

想
定
を
作
っ
て
い
る
。
全
て

の
二
級
河
川
で
浸
水
想
定
を

更
な
る
水
害
に
よ
る
人
的
被
害
の
軽
減
を

今
後
の
不
登
校
子
ど
も
へ
の
支
援
体
制
は

公
表
す
る
こ
と
に
し
て
い
る

が
、
出
そ
ろ
う
の
は
令
和
７

年
度
の
予
定
で
あ
る
。
改
修

工
事
が
中
断
し
て
い
る
鴨
田

川
は
ど
ん
な
状
況
か
。

　
宇
多
津
町
指
定
緊
急
避
難

場
所
の
と
こ
ろ
の
「
洪
水
」

に
鴨
田
川
も
入
れ
た
り
、

「
種
類
」
に
内
水
氾
濫
を
加

え
て
も
良
い
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　鴨
田

川
の
浸
水
想
定
区
域
図
に
つ

い
て
は
、
県
に
問
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
今
年
度
末
の
完
成

予
定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

公
表
時
期
に
つ
い
て
は
未
定

で
あ
る
が
、
公
表
さ
れ
れ
ば
、

町
と
し
て
も
周
知
広
報
を
し

て
い
く
。

　次
に
、
鴨
田
川
に
お
い
て

洪
水
が
起
こ
っ
た
場
合
、
ま

た
、
内
水
氾
濫
が
起
こ
っ
た

　
　
文
科
省
の
21
年
度
の
不

登
校
児
童
生
徒
数
の
調
査
結

果
が
公
表
さ
れ
た
。
千
人
当

た
り
の
割
合
を
見
て
み
る
と
、

小
学
校
で
は
全
国
平
均
13.0
人
、

県
平
均
8.5
人
、
本
町
16.2
人
、

中
学
校
で
は
全
国
平
均
50.0
人
、

県
平
均
42.8
人
、
本
町
76.7
人
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
本
町
を
前

年
度
と
比
較
す
る
と
増
加
率

は
、
小
学
校
で
1.6
倍
、
中
学

校
で
1.1
倍
で
あ
っ
た
。

　
文
科
省
は
「
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
」
（
校
内
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
）
を
拡
充
す
る

た
め
、
新
た
に
設
置
す
る
自

　
　
　
　
　
　
　ど
の
よ
う

な
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く

か
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
体

制
を
維
持
し
な
が
ら
、
国
の

概
算
要
望
も
出
て
い
る
の
で
、

そ
の
辺
り
も
調
査
し
つ
つ
、

効
果
的
な
体
制
を
考
え
て
い

く
。

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
ボ
ー
ド
と
は
、
話
し
言

葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
難
し
い
方
た
ち
が
絵

や
文
字
を
指
さ
し
て
使
用
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
ボ
ー
ド
の
作
成
・
設
置
の

現
状
や
考
え
を
伺
う
。

病
児
保
育
利
用
者
へ
の
補
助
拡
充
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
導
入

　
　
町
長
の
病
児
・
病
後
児

保
育
に
関
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　町
で
は
、

住
民
の
皆
様
が
、
年
を
と
っ

て
も
障
害
を
持
っ
て
い
て
も

言
語
が
異
な
っ
て
い
て
も
、

地
域
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
ほ
か
の
住
民
と
同

じ
よ
う
に
社
会
参
加
で
き
る

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
支
援
ボ
ー
ド

　
　
現
在
、
町
内
に
は
病
児

・
病
後
児
保
育
施
設
が
な
い
。

ま
た
、
町
内
在
住
の
病
児
・

病
後
児
保
育
施
設
利
用
者
は
、

施
設
を
保
有
す
る
自
治
体
よ

り
も
多
く
利
用
費
を
支
払
っ

て
い
る
。
町
と
し
て
差
額
補

助
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　自
己
負

担
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
効

果
等
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　病
児
・
病
後
児

保
育
に
つ
い
て
は
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
事
業
で

あ
る
。
可
能
で
あ
る
な
ら
ば

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
取
り
組
み
た
い
思
い

は
、
よ
り
円
滑
な
意
思
疎
通

を
図
る
た
め
役
場
窓
口
や
、

指
定
避
難
所
に

対
応
す
る
よ
う

速
や
か
に
作
成

し
、
設
置
し
た

い
と
考
え
て
い

る
。

沼田　友紀　議員
ぬま た          ゆ  き

場
合
、
ど
こ
の
指
定
緊
急
避

難
場
所
が
適
し
て
い
る
か
否

か
に
つ
い
て
、
宇
多
津
町
総

合
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

加
え
て
は
ど
う
か
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

鴨
田
川
の
浸
水
想
定
区
域
の

公
表
結
果
を
待
っ
て
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
反
映
の
仕

方
な
ど
を
考
え
て
い
く
。

治
体
に
、
設
置
補
助
金
に
加

え
、
学
習
指
導
員
の
確
保
補

助
金
も
拡
充
し
て
後
押
し
を

す
る
よ
う
だ
。
今
後
ど
の
よ

う
な
体
制
で
、
不
登
校
の
子

ど
も
が
学
べ
る
場
の
確
保
を

考
え
て
い
る
の
か
。

も
あ
る
が
、
ハ
ー
ド
ル
が
か

な
り
高
い
。
調
査
研
究
を
し
、

差
額
の
補
助
ま
た
は
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

の
取
り
組
み
ど
ち
ら
か
は
行

う
。
子
育
て
を
し
て
い
る
皆

さ
ん
が
喜
ん
で
も
ら
え
る
の

な
ら
ば
、
ど
ち
ら
か
で
結
論

を
だ
す
。
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谷
川
町
長

問 問

問

原
岡
教
育
次
長
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北
山
危
機
管
理
課
主
幹

　
　
最
近
は
、
狭
い
範
囲
に

短
時
間
に
大
き
な
災
害
を
も

た
ら
す
集
中
豪
雨
が
増
え
、

気
候
変
動
を
感
じ
る
。
県
内

で
は
本
町
だ
け
が
、
水
防
法

で
定
め
ら
れ
た
内
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
を
作
成
し
て
い
る
。

　
香
川
県
は
今
、
こ
れ
ま
で

対
象
外
だ
っ
た
支
流
な
ど
の

中
小
河
川
に
つ
い
て
も
浸
水

想
定
を
作
っ
て
い
る
。
全
て

の
二
級
河
川
で
浸
水
想
定
を

更
な
る
水
害
に
よ
る
人
的
被
害
の
軽
減
を

今
後
の
不
登
校
子
ど
も
へ
の
支
援
体
制
は

公
表
す
る
こ
と
に
し
て
い
る

が
、
出
そ
ろ
う
の
は
令
和
７

年
度
の
予
定
で
あ
る
。
改
修

工
事
が
中
断
し
て
い
る
鴨
田

川
は
ど
ん
な
状
況
か
。

　
宇
多
津
町
指
定
緊
急
避
難

場
所
の
と
こ
ろ
の
「
洪
水
」

に
鴨
田
川
も
入
れ
た
り
、

「
種
類
」
に
内
水
氾
濫
を
加

え
て
も
良
い
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
に
お
考
え
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　鴨
田

川
の
浸
水
想
定
区
域
図
に
つ

い
て
は
、
県
に
問
合
わ
せ
た

と
こ
ろ
、
今
年
度
末
の
完
成

予
定
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

公
表
時
期
に
つ
い
て
は
未
定

で
あ
る
が
、
公
表
さ
れ
れ
ば
、

町
と
し
て
も
周
知
広
報
を
し

て
い
く
。

　次
に
、
鴨
田
川
に
お
い
て

洪
水
が
起
こ
っ
た
場
合
、
ま

た
、
内
水
氾
濫
が
起
こ
っ
た

　
　
文
科
省
の
21
年
度
の
不

登
校
児
童
生
徒
数
の
調
査
結

果
が
公
表
さ
れ
た
。
千
人
当

た
り
の
割
合
を
見
て
み
る
と
、

小
学
校
で
は
全
国
平
均
13.0
人
、

県
平
均
8.5
人
、
本
町
16.2
人
、

中
学
校
で
は
全
国
平
均
50.0
人
、

県
平
均
42.8
人
、
本
町
76.7
人
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
本
町
を
前

年
度
と
比
較
す
る
と
増
加
率

は
、
小
学
校
で
1.6
倍
、
中
学

校
で
1.1
倍
で
あ
っ
た
。

　
文
科
省
は
「
校
内
教
育
支

援
セ
ン
タ
ー
」
（
校
内
フ
リ

ー
ス
ク
ー
ル
）
を
拡
充
す
る

た
め
、
新
た
に
設
置
す
る
自

　
　
　
　
　
　
　ど
の
よ
う

な
支
援
体
制
を
整
え
て
い
く

か
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
体

制
を
維
持
し
な
が
ら
、
国
の

概
算
要
望
も
出
て
い
る
の
で
、

そ
の
辺
り
も
調
査
し
つ
つ
、

効
果
的
な
体
制
を
考
え
て
い

く
。

大松　喜次郎　議員
だいまつ　　 き   じ ろう

　
　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

支
援
ボ
ー
ド
と
は
、
話
し
言

葉
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
難
し
い
方
た
ち
が
絵

や
文
字
を
指
さ
し
て
使
用
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ

ー
ル
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支

援
ボ
ー
ド
の
作
成
・
設
置
の

現
状
や
考
え
を
伺
う
。

病
児
保
育
利
用
者
へ
の
補
助
拡
充
は

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援
ボ
ー
ド
導
入

　
　
町
長
の
病
児
・
病
後
児

保
育
に
関
す
る
考
え
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　町
で
は
、

住
民
の
皆
様
が
、
年
を
と
っ

て
も
障
害
を
持
っ
て
い
て
も

言
語
が
異
な
っ
て
い
て
も
、

地
域
を
構
成
す
る
メ
ン
バ
ー

と
し
て
、
ほ
か
の
住
民
と
同

じ
よ
う
に
社
会
参
加
で
き
る

共
生
社
会
の
実
現
に
向
け
た

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
。
支
援
ボ
ー
ド

　
　
現
在
、
町
内
に
は
病
児

・
病
後
児
保
育
施
設
が
な
い
。

ま
た
、
町
内
在
住
の
病
児
・

病
後
児
保
育
施
設
利
用
者
は
、

施
設
を
保
有
す
る
自
治
体
よ

り
も
多
く
利
用
費
を
支
払
っ

て
い
る
。
町
と
し
て
差
額
補

助
を
す
る
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　自
己
負

担
の
補
助
に
つ
い
て
は
、
効

果
等
を
踏
ま
え
検
討
し
た
い
。

　
　
　
　
　病
児
・
病
後
児

保
育
に
つ
い
て
は
取
り
組
み

を
進
め
て
い
き
た
い
事
業
で

あ
る
。
可
能
で
あ
る
な
ら
ば

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
で
取
り
組
み
た
い
思
い

は
、
よ
り
円
滑
な
意
思
疎
通

を
図
る
た
め
役
場
窓
口
や
、

指
定
避
難
所
に

対
応
す
る
よ
う

速
や
か
に
作
成

し
、
設
置
し
た

い
と
考
え
て
い

る
。

沼田　友紀　議員
ぬま た          ゆ  き

場
合
、
ど
こ
の
指
定
緊
急
避

難
場
所
が
適
し
て
い
る
か
否

か
に
つ
い
て
、
宇
多
津
町
総

合
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
に

加
え
て
は
ど
う
か
で
あ
る
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
今
後
の

鴨
田
川
の
浸
水
想
定
区
域
の

公
表
結
果
を
待
っ
て
、
ハ
ザ

ー
ド
マ
ッ
プ
へ
の
反
映
の
仕

方
な
ど
を
考
え
て
い
く
。

治
体
に
、
設
置
補
助
金
に
加

え
、
学
習
指
導
員
の
確
保
補

助
金
も
拡
充
し
て
後
押
し
を

す
る
よ
う
だ
。
今
後
ど
の
よ

う
な
体
制
で
、
不
登
校
の
子

ど
も
が
学
べ
る
場
の
確
保
を

考
え
て
い
る
の
か
。

も
あ
る
が
、
ハ
ー
ド
ル
が
か

な
り
高
い
。
調
査
研
究
を
し
、

差
額
の
補
助
ま
た
は
フ
ァ
ミ

リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
で

の
取
り
組
み
ど
ち
ら
か
は
行

う
。
子
育
て
を
し
て
い
る
皆

さ
ん
が
喜
ん
で
も
ら
え
る
の

な
ら
ば
、
ど
ち
ら
か
で
結
論

を
だ
す
。
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教育民生常任委員会視察研修報告教育民生常任委員会視察研修報告

　10月４日に長久手市を視察する。
　長久手市は、西は名古屋市、東は豊田市に囲まれた市で、東西を公共交通
のリニモで結ばれている。東部は2022年11月にジブリパークとして開園、西
部は区画整理事業により住宅ゾーンと商業ゾーンに整備し、大規模店舗の誘
致や環境への配慮で若い世帯が居住している。
　市民の平均年齢は40.2歳と全国一若く、人口増加率は全国６位である。
　子育て世代を中心に人口の流入が続くが、民間の認可保育園を誘致するな
どで、待機児童の解消に努めている。保育園や児童館では地域住民による

住み心地ランキング全国NO.1を経験した
　　　　　　　　　市の子ども・子育て支援施策を視察

愛知県長久手市

エコフルタウン官民連携地を視察
愛知県豊田市

総務建設常任委員会視察研修報告総務建設常任委員会視察研修報告

　10月３日に部活動改革のモデル地として静岡
県掛川市に視察を行う。部活動改革ロードマッ
プを掲げて2026年に部活動を廃止して平日から
休日までを地域全体で支えあう多様性への対応
に取り組んでいる。2022～2023年で20団体以上
が公認地域クラブへ移行し、現状の部活動に縛
られない活動が選択肢になることが可能となっ
た。自由加入制度、地域クラブの公認制度と進
めている。

部活動の地域コミュニティー移行のモデル地を視察

静岡県掛川市

豊橋市こども若者総合相談支援センターを視察
愛知県豊橋市

　10月４日に豊田市のエコフルタウンを視察する。
　市として低炭素社会の実現に取り組んでおり、2009年に国から環境モデル都市として選定さ
れたことを受け、2012年に｢エコフルタウン｣を開設した。
　エコフルタウン内に家電や設備機器を情報化配線等で接続したスマートハウスや水素自動車
の水素ステーションは事業者により建設された。

　市の成果として、2018年からSDGｓに取り組み、ＰＲ
をしてきたが、｢ゼロカーボンシティ宣言｣を行った2019
年の市民の認知度は15.2％にとどまっていた。環境に注目
が集まりだした2021年には61.6％に、直近では９割近くに
なり、一定の役割を果たしたと言える。
　2023年度で閉鎖し、一部は市の博物館建設に利用する。

2023年10月３日（火）～10月５日（木） 2023年10月３日（火）～10月５日（木）

リニモ
「おたすけたい」がボランティア活動
をして、多世代間の交流を図っている。
　長久手巡回バス（Ｎ－バス）はアンケートや意見交換
会などのパブコメを参考に、ルートなどを見直している。
　運賃は100円だが、障がい者、中学生以下は無料、高
齢者にはフリーパスなども販売している。　10月５日に愛知県豊橋市にこども若者総合相談支援センターの取り組みについて視察を行う。

愛知県東部に位置する中核都市である。妊娠・出産から子育て、高校から若者期の自立までの
切れ目のない相談支援体制の構築を進めている。縦割り体制＋横の連携を組んで相談支援セン
ター１つの窓口で対応できる体制を進めている。
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第90号
香川県宇多津町うたづ議会だより

　
夕
暮
れ
が
早
く
な
り
朝
晩
の
冷
え

込
み
を
感
じ
ま
す
が
、
今
年
の
夏
は

特
に
暑
か
っ
た
で
す
ね
。
四
年
ぶ
り

の
催
し
や
会
合
が
行
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
外
出
自
粛
を
経
験

し
た
今
、
人
と
の
交
流
に
深
く
感
謝

し
て
い
ま
す
。
ま
た
町
民
皆
様
の
協

力
が
あ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
と
改

め
て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
同
時
に
若
い
人
の
参
加
や
、
宇
多

津
の
伝
統
や
文
化
を
継
承
す
る
こ
と

に
つ
い
て
議
員
と
し
て
も
議
会
と
し

て
も
皆
さ
ん
の
声
を
聴
き
、
考
え
な

が
ら
。
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定例会「令和４年度一般会計歳入歳出決算認定」ほか
議員の賛否・町政を問う
一般質問「ＤＸとマイナ制度の不安払しょく」ほか
委員会視察報告
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　岡山県早島町、倉敷市においてコンパクトタウン議会サミット in 早島が開催された。
　第１部では「わがまちの“歴史・文化・魅力”再発見！」～早島町の事例から～というタイ
トルで基調講演があり、早島町の歴史を通じて、文化的価値の再発見がまちの魅力再発見に
つながる旨の講義だった。宇多津町も１社９カ寺をはじめ歴史の残るまちであり、文化的再
発見を見つけるカギになるのではないかと考える。
　第２部は２日間にわたり分科会が開催された。
　「観光」「定住促進」「産業振興」「議会改革」
の４つのテーマに分かれ熱い議論が交わされ、各町
の情報交換も行われた。
　最後の全体会では各分科会の報告とサミット宣言
を行い、閉会した。議員一同、研鑽を積み、充実し
た２日間であった。

コンパクトタウン議会サミット in 早島コンパクトタウン議会サミット in 早島
2023年１０月12日・13日

10/3～5　委員会視察の一コマ


